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第２問第２問第２問第２問 

問１ 

過去 30年の間に、日本の成熟ウナギ捕獲量が約 90%減少したという状況。 

問２ 

人工的な繁殖は商業化にほど遠いので、養殖池で育てるために天然の稚魚を捕獲し

なければならないという状況。 

問３ 

昔 

ウナギを焼いている店で買うか、ウナギ専門料理店へ行って食べた。 

80年代後半 

トレイに入った焼きウナギが売られ始めた。 

今日 

トレイに入った、または、プラスチックの弁当箱に入った米飯付の加工ウナギを食

べている。 

 問４ 

始まっている動き 

フィリピン、インドネシア、マダガスカルといった外国からウナギを輸入する動き。 

それに伴う弊害 

外国のウナギを激減させるかもしれないこと。輸入ウナギが寄生虫や病気をもたら

すだけでなく、日本のウナギの生育環境を荒らすかもしれないこと。 

 問５ 

A. B. C. 

（２） （２） （３） 



第３問第３問第３問第３問 

 問１ 

最後の氷河期に、ヨーロッパ人はユーラシア大陸を、これまでに考えられていたよ

りもはるかに東まで到達していたこと。 

 問２ 

少年の DNA のかなりの割合（約 25%）が現在のネイティブアメリカンのものと  

一致したこと。 

 問３  

今まで信じられてきたこと 

アメリカに最初に到達した人々は東アジア系のシベリアの人々の子孫であること。 

今回わかったこと 

アメリカに最初に到達した人々はシベリアに到達した西ヨーロッパ人と東アジア

人の混血であった可能性があること。 

問４  

1938 年頃から 1958 年まで発掘された。 

その後どうなったか 

セントペテルスブルグの博物館に保存されている。 

 問５  

（３） （６） 

 

第４問第４問第４問第４問 

① 

Kenji Miyazawa is now widely viewed as Japan’s greatest poet of the 20th century. 

② 
Kenji Miyazawa’s poems testify to his deep love of humanity and nature.  

 

③ 
From a young age he was fascinated by plants, insects, and especially minerals, 

which he collected. 

 


